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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソケット底部導体を有するソケットに取り付けられるよう構成される照明装置のための
ねじ込みタイプの口金であって、前記口金が、
　ねじ山の付いた管状エンクロージャであって、前記エンクロージャの第１端部及び第２
端部の間に軸方向に沿って延在するエンクロージャと、
　前記照明装置の光源と導電接触しているよう構成されると共に、前記照明装置が前記ソ
ケットに取り付けられるときに前記ソケット底部導体と導電付勢接触をするよう構成され
る口金底部導体と、
　前記ねじ山の付いた管状エンクロージャ及び前記口金底部導体を、互いから電気的に絶
縁する絶縁体とを有し、
　前記口金底部導体が、前記照明装置が前記ソケットに取り付けられるときに、前記口金
底部導体が、前記ソケット底部導体との係合に応じて、前記エンクロージャに対して前記
軸方向に動けるよう構成される柔軟薄壁部材を有し、
　前記柔軟薄壁部材が、前記絶縁体によってオーバーモールドされている口金。
【請求項２】
　前記口金底部導体が、前記口金において中央に構成される請求項１に記載の口金。
【請求項３】
　前記口金底部導体が、導電ワイヤを介して前記照明装置の前記光源と導電接触している
請求項１又は２に記載の口金。
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【請求項４】
　前記口金底部導体が、導電接触ピンを更に有し、前記口金が、前記エンクロージャの前
記第１端部に取り付けられる絶縁体を更に有し、前記絶縁体が、前記エンクロージャの内
部空間に面する内側部と、前記内部空間に背を向ける外側部と、前記導電接触ピンを受け
るためのチャネルとを持ち、前記チャネルが、前記外側部から前記絶縁体を通って延在し
、前記内部空間に通じ、前記柔軟薄壁部材が、前記内部空間内に構成される請求項３に記
載の口金。
【請求項５】
　前記接触ピンが、前記柔軟薄壁部材に取り付けられる請求項４に記載の口金。
【請求項６】
　前記柔軟薄壁部材が、導電材料を有する請求項３に記載の口金。
【請求項７】
　前記導電ワイヤが、前記柔軟薄壁部材と電気接触している請求項６に記載の口金。
【請求項８】
　前記導電ワイヤが、前記接触ピンに取り付けられる請求項４又は５に記載の口金。
【請求項９】
　前記口金が、前記エンクロージャの前記第１端部に取り付けられる絶縁体を更に有し、
前記絶縁体が、前記エンクロージャの内部空間に面する内側部と、前記内部空間に背を向
ける外側部とを持ち、前記柔軟薄壁部材が、前記絶縁体の前記外側部に構成される請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の口金。
【請求項１０】
　前記口金が、シェルを更に有し、前記シェルにおいて、前記柔軟薄壁部材が形成される
請求項９に記載の口金。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の口金と、前記口金上に構成される照明モジュ
ールとを有する照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の概念は、照明装置のためのねじ込みタイプの口金と、このような口金を有する
照明装置とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　白熱電球及び発光ダイオードＬＥＤランプなどの照明装置は、様々マン設計において利
用可能である。幾つかの照明装置設計は、既存の照明器具及びソケットに対応する。例え
ば、照明装置は、ソケットにねじ込まれ得るねじ山の付いた口金、即ち、エジソンねじ取
り付け具を具備し得る。ねじ山の付いた口金を有するこのような照明装置は、照明装置の
光源が給電され得るようなソケットに対する電気接続を確実にするよう、手でしっかりと
ソケットに取り付けられる必要がある。
【０００３】
　現在市場で入手可能である照明装置は、大部分は、回転対称である。このような照明装
置の光放射及び外観は、照明器具のソケットにねじ込まれた後には、照明装置の回転角に
著しくは依存しない。換言すれば、ソケットに手でしっかりと取り付けられた後の照明装
置の実際の回転位置は、それ故、照明器具の外観に影響を及ぼさない。同じ推論が、回転
対称光放射を持つ照明装置について当てはまる。なぜなら、照明器具から発せられる光の
指向性は、光源の回転位置によって影響を及ぼされないからである。
【０００４】
　しかしながら、照明装置及び／又はその光放射が、回転非対称である場合には、外観及
び／又は光放射の指向性は、照明装置の回転角に依存する。
【０００５】
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　ねじ山の付いた口金を具備する照明装置は、一般に、電気接触をすると共に、手で締め
られるだけ締められるまで、ねじ込まれる。しかしながら、回転非対称である照明装置の
外観、又は回転非対称光放射を持つ照明装置の光放射は、ソケットにねじ込まれるときに
、理想的ではない角度に向けられ得る。
【０００６】
　従って、照明装置を回転させることによって、照明装置の位置を回転調節することがで
きること、又はその光放射を方向づけることができることが、望ましい。
【０００７】
　照明装置を正しく向けるよう照明装置を幾らか回転させることは可能であるかもしれな
いが、それは、ソケットにおいて照明装置を緩め、電気接触を減じるかもしれず、又はそ
れどころか、電気接触を断つかもしれない。この状況は、光を消えさせるかもしれず、又
は熱くなり、火災の危険を生じる電気接続不良をもたらすかもしれない。
【０００８】
　US8147267においては、この問題に対する解決策が提示されている。US8147267によれば
、照明装置とソケットとの間の良好な電気接続を保ちながら回転非対称照明装置を回転さ
せることを可能にするという問題を解決するために、口金の中央に取り付けられる、スプ
リングコイル付勢可動導体が用いられている。
【０００９】
　しかしながら、ねじ込みタイプの口金を備える非対称照明装置を方向づける新しい手段
を見つける必要性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、ねじ込みタイプの口金を備える非対称照明装置を方向づける新しい手
段を提供することである。このようなねじ込みタイプの口金はまた、好ましくは、製造す
るのが容易且つ安価であるよう設計されるだろう。必要とされる部品数の削減及び組み立
ての複雑さの低減は、コスト削減に寄与する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様によれば、これら及び他の目的は、ソケット底部導体を有するソケ
ットに取り付けられるよう構成される照明装置のためのねじ込みタイプの口金を供給する
ことによって、達成される。前記口金は、ねじ山の付いた管状エンクロージャであって、
前記エンクロージャの第１端部及び第２端部の間に軸方向に沿って延在するエンクロージ
ャと、前記照明装置の光源と導電接触しているよう構成されると共に、前記照明装置が前
記ソケットに取り付けられるときに前記ソケット底部導体と導電付勢接触をするよう構成
される口金底部導体とを有し、前記口金底部導体は、前記口金に部分的に埋め込まれると
共に、前記照明装置が前記ソケットに取り付けられるときに、前記口金底部導体が、前記
ソケット底部導体との係合に応じて、前記エンクロージャに対して前記軸方向に動けるよ
う構成される円筒状柔軟薄壁部材を有する。
【００１２】
　前記エンクロージャに対して軸方向に動ける口金底部導体を設けることによって、前記
口金は、前記口金底部導体と前記ソケット底部接点との間の電気接触を減じる又は断つこ
となしに、前記ソケットにおいて回転され得る。それによって、前記ソケットにおいて前
記口金を回転させることによって、前記照明装置の位置を回転調節すること、又は前記照
明装置の光放射を方向づけることが、可能である。
【００１３】
　前記口金と前記ソケットとの間の前記付勢接触は、更に、前記ソケットにおいて前記口
金が緩くなることを減らす。
【００１４】
　前記柔軟薄壁部材は、更に、前記口金を形成するために必要とされる高さ(building he
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ight)を減らす。
【００１５】
　柔軟薄壁部材という用語は、それに力が及ぼされることにより順応させられる実質的に
平坦な又はドーム状の構造部と解釈されるべきである。換言すれば、前記柔軟薄壁部材は
、撓んだ後、伸びた後、又は圧縮された後に、実質的に、跳ね返って元の形に戻ることが
できるような弾性である。従って、前記柔軟薄壁部材は、可撓性であると共に、少なくと
も部分的に、弾性的に変形可能である。材料であって、前記柔軟薄壁部材が前記材料で構
成される材料は、弾性であり得る。他の例においては、前記柔軟薄壁部材は、それが弾性
構造部を供給するような形状をしていてもよい。
【００１６】
　前記柔軟薄壁部材は、前記ランプ口金／口金に前記柔軟部材を固定するのに必要とされ
る部品数を更に削減するために、製造中にオーバーモールドされてもよい。
【００１７】
　前記口金底部導体は、前記口金において中央に構成され得る。これは、前記口金を回転
対称にし、これは、前記ソケットに前記口金を取り付けることを簡単にする。
【００１８】
　前記口金底部導体は、導電ワイヤを介して前記照明装置の前記光源と導電接触していて
もよい。これは、前記照明装置の効率的な組立てを供給すると共に、前記照明装置が、前
記ソケットに取り付けられるときに給電され得るような、前記照明装置の効率的な接触を
確実にする。前記口金底部導体と前記光源との間の導電接触を確立するための前記導電ワ
イヤの使用は、前記口金底部導体が、一般に前記管状エンクロージャに対して固定される
前記光源に対して、動かされ得るような、備えもなされている。
【００１９】
　前記口金底部導体は、導電接触ピンを更に有してもよく、前記口金は、前記エンクロー
ジャの前記第１端部に取り付けられる絶縁体を更に有してもよく、前記絶縁体は、前記エ
ンクロージャの内部空間に面する内側部と、前記内部空間に背を向ける外側部と、前記導
電接触ピンを受けるためのチャネルとを持ち、前記チャネルは、前記外側部から前記絶縁
体を通って延在し、前記内部空間に通じ、前記柔軟薄壁部材は、前記内部空間内に構成さ
れる。この構成は、前記口金が、エジソンねじ取り付け台又はCasun口金などの既知のラ
ンプ口金に似ている外観を持ち得るという利点を持つ。前記柔軟薄壁部材は、前記エンク
ロージャの前記内部空間内にあることにより、前記柔軟薄壁部材に機械的に損傷を与え得
る外力からより良好に保護され得る。それによって、より耐久性のある口金が得られ得る
。
【００２０】
　前記柔軟薄壁部材の他の利点は、前記接点を配置するために、前記ランプ口金／口金内
で、従来技術の装置において必要とされる空間より少ない空間しか使用されないことであ
る。
【００２１】
　前記接触ピンは、前記柔軟薄壁部材に取り付けられてもよい。これは、前記口金の組立
てを簡単にし得るので、有利である。更に、前記接触ピンは、前記柔軟薄壁部材によって
、前記口金において前記接触ピンがグラグラすることに関する問題を減らす位置で保持さ
れる。
【００２２】
　前記柔軟薄壁部材は、導電材料を有してもよい。それによって、前記口金と前記ソケッ
トとの間の電気接触が、前記柔軟薄壁部材によって容易にされ得る。換言すれば、前記柔
軟薄壁部材は、前記口金底部導体を構成し得る。
【００２３】
　前記導電ワイヤは、前記柔軟薄壁部材と電気接触していてもよい。これは、前記口金の
組立てを簡単にすると共に、前記照明装置が、前記ソケットに取り付けられるときに給電
され得るような、前記照明装置の効率的な接触を確実にする。前記導電ワイヤは、更に、



(5) JP 6592459 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

前記薄壁部材の動きに対応し得る。
【００２４】
　前記導電ワイヤは、前記接触ピンに取り付けられてもよい。
【００２５】
　前記口金は、前記エンクロージャの前記第１端部に取り付けられる絶縁体を更に有して
もよく、前記絶縁体は、前記エンクロージャの内部空間に面する内側部と、前記内部空間
に背を向ける外側部とを持ち、前記柔軟薄壁部材は、前記絶縁体の前記外側部に構成され
る。この構成は、更に、前記口金を形成するのに必要とされる高さを減らす。
【００２６】
　前記口金は、シェルを更に有してもよく、前記シェルにおいて、前記柔軟薄壁部材が形
成される。それによって、前記シェルは、前記柔軟薄壁部材に安定性を供給し得る。
【００２７】
　前記シェルは、前記絶縁体に部分的に埋め込まれてもよく、これは、前記口金の製造を
簡単にする。
【００２８】
　第２の態様によれば、照明装置が提供される。前記照明装置は、上の実施例のいずれか
１つに従う口金と、前記口金上に構成される照明モジュールとを有する。前記口金を有す
る照明装置を用いることの機能及び利益は、上に記載されている。上述の特徴は、適用可
能な場合には、この第２の態様にも適用される。過度の繰り返しを避けるため、上記を参
照されたい。
【００２９】
　本発明は、請求項において列挙されている特徴の全てのあり得る組み合わせに関するこ
とに注意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　ここで、本発明のこの及び他の態様を、本発明の実施例を示している添付の図面を参照
して、より詳細に記載する。
　図に図示されているような層及び領域のサイズは、説明の目的のために誇張されており
、従って、本発明の実施例の大まかな構造を説明するために示されている。同様の参照符
号は、全体を通して、同様の要素を指す。
【図１】本発明の或る実施例による口金の垂直断面図を図示する。
【図２】本発明の別の実施例による口金の垂直断面図を図示する。
【図３】本発明の更に別の実施例による口金の垂直断面図を図示する。
【図４】図３に開示されている口金の斜視図を図示する。
【図５】本発明の或る実施例による照明装置を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の現在好ましい実施例が示されている添付図面を参照して、本発明をより
詳細に説明する。しかしながら、本発明は、多くの異なる形態で実施されてもよく、本願
明細書に記載されている実施例に限定されるものとして解釈されるべきではない。もっと
正確に言えば、これらの実施例は、完全及び完璧を期すために示されており、当業者に本
発明の範囲を十分に伝える。
【００３２】
　図１は、本発明の実施例による照明装置のためのねじ込みタイプの口金１００を図示し
ている。口金１００は、ソケット底部導体を有するソケットに取り付けられるよう構成さ
れる。分かりやすくするために、ソケットは示されていない。口金１００は、ねじ山の付
いた管状エンクロージャ１０２であって、エンクロージャ１０２の第１端部１０２ａ及び
第２端部１０２ｂの間に軸方向に沿って延在するエンクロージャ１０２と、口金底部導体
１０３とを有する。ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２及び口金底部導体１０３は
、導電性である。一般に、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２及び口金底部導体１
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０３は、金属を有する。
【００３３】
　ソケットは、エンクロージャ１０２のねじ山に対応するねじ山を含み得ることに留意さ
れたい。エンクロージャ１０２の外側寸法及びソケットの対応する内側寸法は、一例とし
て、Ｅ１４又はＥ２７エジソンねじ取り付け具のものに対応し得る。
【００３４】
　エンクロージャ１０２及び口金底部導体１０３は、絶縁体１０４によって互いに電気的
に絶縁されている。
【００３５】
　口金底部導体１０３は、更に、導電ワイヤ１０７ａを介して照明装置の光源１０６と導
電接触している。管状エンクロージャ１０２は、導電ワイヤ１０７ｂを介して照明装置の
光源１０６と導電接触している。ワイヤ１０７ａ、１０７ｂは、照明装置が、ソケットに
取り付けられるときに給電され得るような、光源１０６の効率的な接触を確実にする。導
電ワイヤ１０７ａは、好ましくは、少なくとも、照明装置がソケットに取り付けられると
きにソケット底部導体との係合に応じて口金底部導体１０３が動き得る距離と同じ大きさ
である長さを持つ。
【００３６】
　絶縁体１０４は、エンジニアリング熱可塑性物質、例えば、ポリブチレンテレフタレー
ト（ＰＢＴ）若しくはポリカーボネート（ＰＣ）などのポリマ材料、ガラス又はセラミッ
ク材料を含み得る。絶縁体１０４は、有利には、射出成形され得る。
【００３７】
　口金底部導体１０３は、柔軟薄壁部材１０５を更に有する。柔軟薄壁部材１０５は、口
金底部導体１０３を形成し、ソケット底部導体と導電接触をするよう構成される隆起部１
０３ａを持つ。柔軟薄壁部材１０５は、ステンレス鋼を含み得る。柔軟である薄壁部材１
０５の固有の特徴として、薄壁部材１０５は弾性である。柔軟薄壁部材１０５が弾性であ
ることにより、柔軟薄壁部材１０５、特に、隆起部１０３ａは、照明装置がソケットに取
り付けられるときに、ソケット底部導体との係合に応じて、エンクロージャ１０２に対し
て、軸方向に動き得る。
【００３８】
　図１に開示されている柔軟薄壁部材１０５は、弾性構造を供給するドームの形をしてい
る。この構成により、ソケット底部導体との付勢導電接触を確実にする口金底部導体１０
３が供給される。従って、管状エンクロージャ１０２に対して軸方向に動ける口金底部導
体１０３が供給される。それ故、口金１００は、口金底部導体１０３とソケット底部導体
との間の電気接触を減じる又は断つことなしに、ソケットにおいて回転され得る。それに
よって、ソケットにおいて口金１００を回転させることによって、照明装置の位置を回転
調節すること、又は照明装置の光放射を方向づけることが、可能である。
【００３９】
　口金１００とソケットとの間に供給される付勢接触は、更に、ソケットにおいて口金１
００が緩くなることを減らす。
【００４０】
　従って、口金底部導体１０３は、伸長位置及び圧縮位置、並びにそれらの間の任意の位
置にセットされ得る。伸長位置と圧縮位置との間の距離は、好ましくは、照明装置の口金
１００が少なくとも１８０度回転され得るような十分大きい距離である。換言すれば、口
金底部導体１０３は、口金底部導体１０３とソケット底部接点との間の電気接触を減じる
又は断つことなしに、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２のねじ山の高さの少なく
とも半分に対応する距離動き得る。
【００４１】
　別の実施例においては、照明装置の対称性に依存して、伸長位置と圧縮位置との間の距
離は、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２のねじ山の高さの少なくとも半分に対応
する距離より小さくてもよい。例えば、口金底部導体１０３の伸長位置と圧縮位置との間
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の距離は、口金底部導体１０３とソケット底部導体との間の接触を維持している状態で、
口金１００が、例えば、０乃至１８０度の間のどこかに回転され得るようにセットされ得
る。
【００４２】
　口金底部導体１０３は、更に、口金１００において中央に構成される。これは、口金１
００を回転対称にし、これは、ソケットに口金１００を取り付けることを簡単にする。
【００４３】
　別の実施例によれば、導電ワイヤは、柔軟薄壁部材と導電接触していてもよい。
【００４４】
　柔軟薄壁部材１０５及び隆起１０３ａは、更に、結合されてもよい。それらは、例えば
、それらを一緒に溶接又は接着することによって、結合され得る。
【００４５】
　当業者は、柔軟薄壁部材は、図１において図示されているのとは異なるようにして、可
撓性であってもよく、付勢されてもよいことは理解する。薄壁部材は、例えば、図２にお
いて図示されているものと同様の構造のような付勢弾性プレートを含み得る。
【００４６】
　図２は、ソケットに取り付けられるよう構成されている照明装置のための、本発明の別
の実施例によるねじ込みタイプの口金２００を図示している。分かりやすくするために、
ソケット底部導体を有するソケットは示されていない。
【００４７】
　口金２００は、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２であって、エンクロージャ１
０２の第１端部１０２ａ及び第２端部１０２ｂの間に軸方向に沿って延在するエンクロー
ジャ１０２と、口金底部導体２０３と、絶縁体２０４とを有する。
【００４８】
　口金底部導体２０３は、柔軟薄壁部材２０５と、導電接触ピン２０６とを有する。絶縁
体２０４は、絶縁体２０４が、エンクロージャ１０２の内部空間２０７に面する内側部２
０４ａと、内部空間２０７に背を向ける外側部２０４ｂとを持つように、エンクロージャ
１０２の第１端部１０２ａに取り付けられる。絶縁体２０４は、導電接触ピン２０６を受
けるためのチャネル２０８を更に有する。チャネル２０８は、外側部２０４ｂから絶縁体
２０４を通って延在し、内部空間２０７に通じる。
【００４９】
　柔軟薄壁部材２０５は、それに機械的に損傷を与え得る外力からより良好に保護され得
るように、エンクロージャ１０２の内部空間２０７内に構成される。それによって、より
耐久性のある口金２００が得られ得る。
【００５０】
　柔軟薄壁部材２０５には、更に、導電材料で作成された接触ピン２０６が、取り付けら
れ得る、又は接合され得る。接触ピン２０６は、例えば、溶接又は接着によって、柔軟薄
壁部材２０５に取り付けられ得る、又は接合され得る。接触ピン２０６は、それによって
、柔軟薄壁部材２０５のそばの位置で保持され、柔軟薄壁部材２０５と電気接触している
。接触ピン２０６は、それによって、口金２００から落ちることを妨げている。
【００５１】
　柔軟薄壁部材２０５は、ステンレス鋼などの導電材料で作成され得る。柔軟薄壁部材２
０５が導電材料で作成される場合には、接触ピン２０６とソケットとの間の電気接触は、
薄壁部材２０５によって容易にされ得る。
【００５２】
　更に、導電ワイヤ１０７ａが、口金２００の内部空間２０７内に配設され、柔軟薄壁部
材２０５と電気接触している。従って、照明装置が、ソケットに取り付けられるときに給
電され得るような、照明装置の効率的な接触が、供給され得る。導電ワイヤ１０７ａは、
上述のように、薄壁部材２０５の動きに対応する。
【００５３】
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　薄壁部材２０５は、弾性プレートのような構造として形成される。薄壁部材２０５は、
更に、接触ピン２０６に外力が加えられていないときには接触ピン２０６が伸長位置２０
９にあるように、接触ピン２０６に付勢する。
【００５４】
　柔軟薄壁部材２０５は、弾性であり、接触ピン２０６は、管状エンクロージャ１０２に
対して軸方向に動ける。口金２００がソケットに取り付けられるときのような、接触ピン
２０６に外力が加えられるときには、柔軟薄壁部材２０５は撓み得る。結果として、柔軟
薄壁部材は、絶縁体２０４の内側部２０４ａから遠くに動かされ、接触ピン２０６は、圧
縮位置２１０に達する。口金底部導体２０３は、それによって、照明装置の給電の効率を
下げずに、口金２００がソケットにおいて回転され得るように、構成される。
【００５５】
　従って、口金底部導体２０３は、伸長位置２０９及び圧縮位置２１０、並びにそれらの
間の任意の位置にセットされ得る。伸長位置２０９と圧縮位置２１０との間の距離は、好
ましくは、照明装置の口金２００が少なくとも１８０度回転され得るような十分大きい距
離である。換言すれば、接触ピン２０６は、口金底部導体２０３とソケット底部接点との
間の電気接触を減じる又は断つことなしに、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２の
ねじ山の高さの少なくとも半分に対応する距離動き得る。
【００５６】
　上記のように、別の実施例においては、照明装置の対称性に依存して、伸長位置２０９
と圧縮位置２１０との間の距離は、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２のねじ山の
高さの少なくとも半分に対応する上述の距離より小さくてもよい。
【００５７】
　他の例においては、導電ワイヤは、接触ピンに取り付けられ得る。これは、例えば、柔
軟薄壁部材が非導電材料を有する場合に、有利である。
【００５８】
　他の実施例によれば、柔軟薄壁部材は、圧縮可能な弾性材料を有してもよい。柔軟薄壁
部材は、シリコーンなどの弾性膜を有してもよい。シリコーンは、更に、導電性であって
もよい。
【００５９】
　図３及び４は、ソケットに取り付けられるよう構成されている照明装置のための、本発
明の別の実施例によるねじ込みタイプの口金３００を図示している。図３は、口金３００
の垂直断面図を図示しており、図４は、同じ口金３００を斜視図で図示している。
【００６０】
　口金３００は、エンクロージャ１０２の第１端部１０２ａに取り付けられる絶縁体３０
４を有する。絶縁体３０４は、エンクロージャ１０２の内部空間３０６に面する内側部３
０４ａと、内部空間３０６に背を向ける外側部３０４ｂとを持つ。更に、柔軟薄壁部材３
０８が、絶縁体３０４の外側部３０４ｂに構成される。柔軟薄壁部材３０８は、弾性舌状
部３０９が形成されるようなＵ字状チャネル３１２を持つ。舌状部３０９は、更に、ソケ
ットとの効果的な導電接触を容易にする隆起３１０を持つ。柔軟薄壁部材３０８は、それ
によって、口金底部導体３１１を形成する。この構成は、口金３００を形成するのに必要
とされる高さを減らす。
【００６１】
　柔軟薄壁部材３０８は、更に、シェル３１３において形成される。シェルは、それによ
って、柔軟薄壁部材３０８に安定性を供給し得る。シェル３１３は、形状においては円筒
状であり、舌状部３０９を囲む。それによって、舌状部３０９は、円筒状シェル３１３を
通してパンチすることによって、形成され得る。シェル３１３は、更に、絶縁体３０４に
部分的に埋め込まれ、これは、口金３００の製造を簡単にする。
【００６２】
　柔軟薄壁部材３０８の弾性舌状部３０９は、隆起３１０に外力が加えられないときには
隆起３１０が伸長位置３１３にあるように隆起３１０に付勢する。
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【００６３】
　柔軟薄壁部材３０８、即ち、舌状部３０９は、弾性であるので、管状エンクロージャ１
０２に対して軸方向に動ける。例えば、口金３００がソケットに取り付けられるときのよ
うな、隆起３１０に外力が加えられるときには、柔軟薄壁部材３０８の舌状部３０９は撓
み得る。結果として、隆起３１０は、圧縮位置３１４に達する。口金底部導体３１１は、
それによって、口金底部導体３１１とソケットのソケット底部導体との間の導電接触を維
持して、ソケットにおいて、回転され得る。
【００６４】
　従って、口金底部導体３１１は、伸長位置３１５及び圧縮位置３１４、並びにそれらの
間の任意の位置にセットされ得る。伸長位置３１５と圧縮位置３１４との間の距離は、好
ましくは、照明装置の口金３００が少なくとも１８０度回転され得るような十分大きい距
離である。換言すれば、隆起３１０は、口金底部導体３１１とソケット底部接点との間の
電気接触を減じる又は断つことなしに、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２のねじ
山の高さの少なくとも半分に対応する距離動き得る。
【００６５】
　上記のように、別の実施例においては、照明装置の対称性に依存して、伸長位置と圧縮
位置との間の距離は、ねじ山の付いた管状エンクロージャ１０２のねじ山の高さの少なく
とも半分に対応する上述の距離より小さくてもよい。
【００６６】
　当業者は、柔軟薄壁部材は、図３及び４において開示されているものとは異なるように
形成され得ることを理解するだろう。
【００６７】
　図５は、本発明の或る実施例による照明装置４００を図示している。照明装置４００は
、図示されていないソケット底部導体を有するソケットに取り付けられるよう構成される
口金３００を有する。照明装置４００は、口金３００上に構成される照明モジュール４０
２を更に含む。照明モジュール４０２は、図示されていない少なくとも１つの光源を有す
る。照明モジュール４０２は、非対称であり、結果として、照明装置４００は、回転非対
称である。口金３００は、上で、図３及び４に関連して開示されている口金である。口金
３００は、管状エンクロージャ１０２と、口金底部導体３１１とを有する。口金底部導体
３１１は、口金３００が、ソケットに取り付けられた後に、口金底部導体３１１とソケッ
ト底部接点との間の電気接触を減じる又は断つことなしに、回転され得るように、管状エ
ンクロージャ１０２に対して軸方向に動ける。それによって、照明装置４００の効率を下
げることなしに、ソケットにおいて口金３００を回転させることによって、照明装置４０
０の位置を回転調節することが可能である。外観、即ち、その回転位置は、それによって
、ソケットにおいて照明装置４００の回転角を変えることによって、調整され得る。従っ
て、照明モジュール４０２は、好ましい回転方向に向けられ得る。
【００６８】
　本発明の別の実施例によれば、対称照明モジュールを有するが、回転非対称光出力を持
つ照明装置が供給され得る。この場合もまた、ソケットにおいて照明装置の口金を回転さ
せることにより、照明装置の位置を回転調節することができることによって、照明装置か
らの光放射は、調整され得る。
【００６９】
　他の実施例においては、口金３００は、本発明の要旨に従う如何なる口金であってもよ
いことは、留意されたい。当業者には、本発明が、決して、上記の好ましい実施例に限定
されないことは分かるであろう。逆に、添付の請求項の範囲内で多くの修正及び変更が可
能である。
【００７０】
　例えば、管状エンクロージャと、口金底部導体とは、同じ導電材料から成ってもよく、
又は異なる導電材料から成ってもよい。
【００７１】
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　更に、照明装置は、様々なタイプの光源を有してもよいことに注意されたい。例えば、
照明装置は、発光ダイオードＬＥＤであってもよく、又は１つ以上のハロゲン光源を有す
る電気ランプであってもよい。
【００７２】
　更に、当業者は、請求項記載の発明の実施において、図面、明細及び添付の請求項の研
究から、開示されている実施例に対する変形を、理解し、達成することができる。請求項
において、「有する」という用語は、他の要素又はステップを除外せず、単数形表記は、
複数の存在を除外しない。特定の手段が、相互に異なる従属請求項において引用されてい
るという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有利になるように使用されることが
できないと示すものではない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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